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令和 5年度エゾシカの生息状況モニタリングの実施結果 

 

１．ロードセンサス 

（１）調査目的 

対策地域での捕獲前後におけるエゾシカの生息状況の変化等を把握するため。 

 

（２）調査方法 

  右岸堤防道路を車で低速走行し、目視（及び双眼鏡）で発見したエゾシカをカウントし、発見した位

置と併せて記録した。日没後はスポットライトを使用し、照射範囲で発見したエゾシカをカウントし

た。年次比較を行うため、毎年同じ調査方法で月１回、朝（日の出１時間後）、昼（12 時）、夕方（日

没前１時間）、夜（日没後１時間）の時間帯に実施している。 

 ロードセンサスの結果を捕獲効果の検証に活用するため、ArcGIS Field Mapsを用いて、右岸堤防沿

いで発見したエゾシカの位置と頭数を記録した。今後は、捕獲実施箇所を中心とした半径１㎞圏内の観

察頭数を集計し、捕獲前後で比較して捕獲効果の検証を図る。 

 

（３）調査結果 

令和 5年度の 11月の観察数頭数は 4回の平均が 372頭、最大は朝の 504頭であった。12月は平均 320

頭、最大 453頭、1月は平均 223頭、最大 416頭であった。令和 4年度および令和 5年度の各月（11月

～１月）の最大観察頭数を記録した時間帯のエゾシカ観察位置および頭数を図 1～図 3に示す。 

 

資料３ 
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捕獲実施箇所を中心とした半径 1㎞圏内におけるエゾシカ発見位置と頭数 

  

図 1 11 月のエゾシカ発見位置と頭数（左：2022 年、右 2023 年） 

  

図 2 12 月のエゾシカ発見位置と頭数（左：2022 年、右 2023 年） 

2023 年 11 月 20 日：朝 

2023 年 12 月 13 日：夕 

2022 年 11 月 22 日：朝 

2022 年 12 月 26 日：夕 

土砂堆積場：39頭 

サケマス分岐：91頭 

赤沼：37頭 

土砂堆積場：81頭 

サケマス分岐：118頭 

赤沼：14頭 
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サケマス分岐：110頭 

温根内：37頭 



3 

 

  

図 3 1 月のエゾシカ発見位置と頭数（左：2023 年、右：2024 年） 

 

 

 

 

   

 

                

 

 

 

  

 

  

サケマス分岐：137頭 

温根内：114頭 

サケマス分岐：134頭 

温根内：39頭 

2024 年 1月 16日：昼 

土砂堆積場：40頭 

サケマス分岐：96頭 

赤沼：0頭 

サケマス分岐：134頭 

温根内：39頭 

2023 年 1月 28日：昼 

＜参考＞A 地区のエゾシカの生息地利用（右岸堤防の GPS 首輪調査：15 個体）10～12 月（秋） 

2群に往来がない 
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＜参考＞GPS首輪調査による釧路湿原におけるエゾシカの生息地利用 

＜参考＞エゾシカ航空カウント調査結果 


